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ツールとしての「学修ポートフォリオ」である（岩田ら, 2015；久保ら, 2014）。 
 世界的に教育動向が変化している中、1980年代頃からポートフォリオの概念が教育界で
取り入れられている米国では、総合的な学修評価方法としてポートフォリオが導入され始





                                                   
1 2008 年段階で、オーストラリア全大学（39 大学）のうち、大学全体で制度的に導入されてい
た大学は 6 校、学部全体では 4 校と、高等教育機関のおよそ 25％以上が e ポートフォリオの導
入を行っていた（高山, 2012）。 
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法を模索したことが導入のきっかけとなった。標準テストの統計的データだけではなく、
学習者一人一人の学びや発達の情報が包括的に反映される評価方法として、ポートフォリ

























「共同作業／メンタリング（Collaboration / Mentoring）」の 3本柱で成り立つとした。ど
れか一つが欠けると、学修ポートフォリオの本来の効果は薄れ、これらを一連作業として
捉えて初めて、学習活動は有益ものとなるという。 
 共愛学園前橋国際大学論集 No.16 34 
 





















2.4 e ポートフォリオの利用目的 






















表１. e ポートフォリオシステムの役割比較 





























































３ 日本高等教育における eポートフォリオシステムの利用実態 
3.1 利用実態の概要 
米国では、2000 年代の e ラーニングの台頭と同時に学修ポートフォリオも評価ツールと




で導入が拡大していったとされる（川畑ら, 2015）。先述の 2008 年の中央教育審議会答申
「学資課程教育の構築に向けて」にてポートフォリオが推奨された後は、国立大学におい
てもその利用が拡大している。平成 21 年度・22 年度（2009 年‐2010 年）文部科学省先導
的大学改革推進委託事業「ICT 活用教育の推進に関する調査報告」によると、日本の大学
での e ポートフォリオ活用率は 31.2％であったとされる。米国では、2005 年時点で 90%の
大学で e ポートフォリオが導入されていたということと比較すると、後手に回った感は否
めない。しかし、2000 年初頭には e ポートフォリオを導入している高等教育機関は日本に
ほとんどなかったことを考えると、飛躍的に導入が進んでいると言えよう。 
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3.2. e ポートフォリオの種類 
e ポートフォリオは大別して３種類に分けられる。①市販の e ポートフォリオシステム、































2006 年度に独自に開発運用した「KIT ポートフォリオシステム」が挙げられるが（藤本, 
2012）、そのような例はまだ少数であり、各大学が導入の目的に合わせ、試行錯誤してい
るのが現状であると見受けられる。しかし、最近では多くの大学で、就職を目指した人間




注目されつつある、国際教育における e ポートフォリオの役割について述べる。 
 



























握することの出来るのが e ポートフォリオであるという（芦沢, 2012）。例えば、立命館ア
ジア太平洋大学では、2012 年より留学支援に e ポートフォリオを導入し、入学確定者が入
学前の 3 月にアメリカに短期留学する際に、異文化体験を通して大学 4 年間の目標を設定
させるために活用されている。また留学前学習や留学中の課題の蓄積場所としても積極的



































バイザー」として、学生の e ポートフォリオ作成を支援させるというものである（永田, 
2006）。 




































                                                   
2 メンターは教員の場合が多いが、大学の上級生が務めるケースもあるという。 



































                                                   
3 情報教育（寺嶋・林, 2006）、英語科教育実習（松浦ら, 2009）、文系授業（花ら, 2007）等の
ルーブリック開発に関する先行研究がある。 
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Abstract 
e-Portfolio System in Japanese Higher Education: An Overview 
Ai Takeuchi 
Higher education all over the world is expected to document students’ learning 
outcomes and ePortofolios have been regarded as panacea which can not only assess 
and evaluate students’ learning, but also enhance their learnings. This study overviews 
the use of e-portfolios in Japanese higher education by explaining its’ history, types of 
e-portfolios, and uses. The study further describes the trend and the good practices, as 
well as the obstacles and challenges to successful implementation.      
